
平成２８年度 山形県産業教育フェア商業専門部イベント報告 
  (第６２回山形県高等学校生徒商業研究発表大会) 

 

１．期  日  平成２８年１０月２６日（水）～２７日(木）  

２．会  場  鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロームキャンパス） 

３．目  的  大会を通して、中学生をはじめ保護者や企業関係者などに対して商業教育

を広くＰＲし、県民に商業教育の現状を理解してもらう。 

４．参 加 者  ６校 ５１名 

研修参加者：山形県立鶴岡中央高等学校 生徒４５名 

５．審 査 員 

   委員長  山形県立鶴岡中央高等学校 前校長        井上 利也 

委 員  山形県高等学校教育研究会商業部会長       小川 秀人 

 〃   山形県高等学校産業教育連盟商業専門部長      海野 耕二 

〃   ハミングデザイン 代表・デザイナー       宮城 良太 

 〃   amber trunk   代表             黒澤 由希 

６．大会成績・発表校・発表テーマ          

賞 学校名 発表テーマ 

最優秀賞 山形市立商業高等学校  
人口増大計画 

～ Back to the 増えっちゃー ～ 

優秀賞 山形県立鶴岡中央高等学校 
やっぱり住みたい田舎「鶴岡」 

～ 高校生の私たちにできること ～ 

優良賞 

山形県立米沢商業高等学校 
うこぎでGO 

～ うこぎの全国拡大を目指して ～ 

山形県立村山産業高等学校 
村山をどうしたもんじゃろのぅ 

～ インバウンド観光でびっくりぽんな活性化を ～ 

山形県立酒田光陵高等学校 
学校の社会的責任 “経営” 

～ School Social Responsibility ～ 

山形県立新庄南高等学校 Examine the individual Import correspondence 

 ◎ 最優秀校・優秀校は、平成２９年開催の東北大会（宮城県開催）に出場する。 

  なお、得点上位の優良校(山形県立米沢商業高等学校)を東北大会出場の補欠校とする。 

 

今年は新たに村山産業高校が加わり６校が出場しました。各校はこの大会に向けて、デ

ータの収集・分析・資料作成からプレゼンまでの活動を通して、地域現状等と課題を考え、

商業を学ぶ生徒の立場から活力ある社会を作るアイデアを発表しました。特筆すべきは、

山形市立商業高校が今年度の全国大会に３年連続で

出場し、全国第２位となる快挙を成し遂げました。

山商に牽引されるように、各校のレベルは年々上が

っており、見ていても面白い発表が増えてきました。

この大会は産業教育フェアも兼ねているので、是非

多くの中学生や保護者の方に見ていただけるような

システムにしたいと思います。他校も是非、全国大

会を目指して研鑽を積んでほしいと思います。 


